
















































































松永久秀が大和国へ侵入した時期 おける「上からの公権性」 側面を、特に興福寺との関係から検討することで、いかにして戦国期大和国において支配力や影響力の強化を図ったの という点 ついて考察する。
Ⅱ．細川氏権力下における木沢長政と大和国の関わり本章では、細川京兆家被官である木沢長政の大和国における正当性
について検討する。天文五（一五三六（年 木沢長政 よる大和国侵攻後、約七年にわたり木沢長政は大和国に関わった。外部勢力が長期間にわたって戦国期大和国に関わるのは木沢長政が初めてであり、長政入国の意義について安国陽子氏は次のように述べてい 。すなわち



























































































































































































































































































【史料５】によると、木沢長政が越智党や戒重氏を処分する際に十市氏が協力をしていた。そしてこの十市氏の働きに対して、興福寺は大仏供荘の外護公文職を与えている。つまり今回の事件解決において、十市氏は興福寺が指示した戒重氏「御成敗」の実行に助力し、その対価として大仏供荘の外護公文職を与えられている であり、事件の解決を主導 たの あくまで興福寺であった。そしてその実行支援のために興福寺の背後にいたのが幕府であり、
幕府の公認 受けて大和国内で活動 たのが木沢長政であった。つまり大和国において興福寺を中核とした秩序体系は依然として存続していたが、国人勢力が興福寺の命令を尊重するか拒絶するかは、状況に応じて変化した。そのために越智 戒重氏を庇って処分を受け 十市氏は興福寺の命令に従っ 結果として大仏供荘の外護公文職 獲得している。そして状況に応じて興福寺の命令の重みが左右される中で戒重氏処分が実行可能となったのは、木沢長政による強制力の補完






和国における寺院還住問題について相談された際、細川晴元は木沢長政を大和国における責任者として認識していた。そして戒重氏の年貢未進が問題となった天文六年 おい 木沢長政 処分の実行役として活動しているが、ここに 氏はどう関わっているのか
時代は細川政元の時代にまで戻るが、細川政元 京兆家当主であっ






































































































【史料７】によると、御神供米の下知に関して幕府が関与していたようであり、その具体的内容について木沢長政・筒井順昭両者から文書発給の要求があった。ここで注目すべきは、細川氏の代官である木沢長政と、官符衆徒である筒井氏が共同で幕府へ申し出を行っていることであり、長政は幕府と大和国のパイプ役 はあるが、常に国人らの上位に位置し大和国支配を行ってはいなかった事がわかる。つまり大和国の安全保障者は細川氏でありその代官が木沢長政で 長政は興福寺を中核とした秩序体系を 外部アドバイザーとし その維持に協力する存在であった。以上のように、天文年間の大和国において興福寺を中核とする秩序


























討がなされることは少なくなりつつあるが、三好氏研究が活発化する中で久秀の大和国における行動が再び注目されつつある今、久秀の施策と興福寺の関係性に注目 必要 あろう。そこで本節では 三好氏と興福寺の関わりが見える史料を中心的に検討し、そこから見える三好 の対大和国方針について考えたい一、久秀と寺家検断
三好氏研究の特徴は、畿内における裁許活動を研究対象としたもの
が多いという点にある。そこでまずは、久秀の大和国における裁許活動の事例を通じて、それまで大和国において裁許主体 みなされていた寺家と三好氏の関わり ついて検討する。天野忠幸氏は久秀の大和





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た、元興寺郷におけ 「入勝」制について検討し、元興寺郷のみならず大和一国において普及した制度であった事を明らかに た（坂井孝一「 入勝』考」 （ 『史学雑誌』九七─六、一九八八年
（ （
。また安国陽子氏による





























































































































































































（（ 前掲注 ５ 天野氏著書。
